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8	 アフリカ地域
サハラ砂漠より南に位置するサブサハラと呼ばれる

地域は、豊富な天然資源と12億の人口を背景に大き
なポテンシャルを有していますが、近年、国際資源価
格の下落、脆

ぜい
弱
じゃく

な保健システムやテロ・暴力的過激主
義の台頭など新たな問題にも直面しています。こうし
た課題に対応するため、2015年のアフリカ連合

（AU）首脳会合において、アフリカ自身の新たな開
発アジェンダである「アジェンダ2063」が採択され、
国連でも同年「持続可能な開発のための2030アジェ
ンダ」が新たに採択されるなど、アフリカ自身の取組
と密接に結びついた国際社会による新たな取組も開始
されています。

■日本の取組
国際社会との協調の下で、上記のようなアフリカ自

身の取組を後押しする枠組みとして、日本が国連、国
連開発計画（UNDP）、世界銀行、アフリカ連合委員
会（AUC）と共に継続的に開催している、アフリカ
開発会議（TICAD：ティカッド）があります。2016
年にケニアのナイロビで開催された第6回アフリカ開
発会議（TICAD VI）では、①経済多角化・産業化を
通じた経済構造改革の促進、②質の高い生活のための
強
きょう

靱
じん

な保健システム促進、③繁栄の共有のための社
会安定化について議論が行われ、その成果として、ア
フリカ開発の方向性を示す「ナイロビ宣言」がまとめ
られました。

岡崎まり青年海外協力隊員（看護師）が、任地のブルキナファソのサ
ポネ保健局にて活動する風景。（写真：アン・ミモー）

これを受けて、日本政府は、TICAD VIの取組とし
て、2016年から2018年の3年間で、日本の強みで
ある質の高さを活かした約1,000万人の人材育成を

はじめ、官民総額300億ドル規模の質の高いインフ
ラ整備や強靱な保健システム促進、平和と安定の基盤
づくりなどのアフリカの未来への投資を行う旨を発表
しました。こうした取組の中には、約3万人の産業人
材の育成、基礎的保健サービスにアクセスできる人数
をアフリカ全体で約200万人増やすこと、約5億ド
ル以上の支援により約30万人の命を救うことなどが
含まれています。第7回アフリカ開発会議（TICAD 
VII）は、2019年に横浜で開催予定です。

日本の対アフリカ外交にとっての重要課題の一つ
は、平和構築です。日本はTICADプロセスを通じ、
アフリカの平和と安定のため、2008年以降、アフリ
カ15か国内のPKO訓練センターが裨

ひ
益
えき

するプロジェ
クトに対して約1億ドルの支援を行い、延べ56名の
日本人講師を派遣し、平和構築にかかる研修・策定を
支援してきました。また、南スーダンにおいても、
2018年9月に「再活性化された衝突解決合意」に関
係者が署名するなど、平和と安定の回復に向けた大き
な進展がありました。平和の定着を同国の国民が実感
し、再び衝突が繰り返されないように、国際社会が協
力して、南スーダンの平和の定着を支援していくこと
が重要です。

南スーダンの独立以来、日本は、JICAや国際機関
を通じて、インフラの整備、代替産業育成、基礎生活
分野の改善、ガバナンスの向上等の分野で南スーダン
の国づくりを支援してきています。一方、南スーダン
で治安が悪化した2013年以降、日本は、国際社会と
協力して、東アフリカの地域機構である「政府間開発
機構（IGAD）」を通じて、南スーダンの平和の定着
を後押ししてきています。2018年3月には、日本は
IGADに3,600万ドル規模の支援を実施し、「再活性
化された衝突解決合意」に関する協議の開催や、合意
事項の履行のために活用されました。また、日本は、
南スーダン自身の平和イニシアティブである国民対話
プロセスへの支援も行っています。国民対話への支援
は、公共財政管理、警察能力の強化、税関能力向上等
の人材育成支援、食料援助を含めた人道支援といった
支援と並んで、南スーダンにおける平和と安定の回復
に大きな役割を果たしています。

このほか、2017年5月、5年以上にわたって国連
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南スーダン共和国ミッション（UNMISS）に派遣さ
れていた自衛隊の施設部隊は活動を終了しましたが、

司令部要員の派遣を通じて日本のUNMISSの活動へ
の貢献は引き続き行われています。

タンザニア最大の都市であるダルエスサラームは、同国の
交通の要衝であるばかりでなく、アフリカの内陸諸国にとっ
ても、流通の起点として重要な役割を担っています。しか
し、人口増加や、経済活動の活発化による交通量の増加か
ら、交通渋滞は年々悪化し、タンザニアおよび近隣諸国の経
済活動にも影響が出ていました。

このため、日本は、無償資金協力プロジェクト「タザラ交
差点改善計画」により、ダルエスサラーム市内で最も混雑の
激しい2大幹線道路が交わるタザラ交差点の立体交差化を支
援しました。タンザニア初の立体交差点は、3年弱の年月を
かけ、日本式安全管理を導入した建設により、無事故で完成
しました。

2018年9月27日、マグフリ大統領と後藤駐タンザニア日
本国大使をはじめとする多くの関係者が出席して、開通式が
行われました。大統領は、本式典において、この素晴らしい

成果を踏まえ、さ
らなる立体交差点
の建設を検討した
いと述べました。

この立体交差点
の完成により、交
通渋滞は大幅に緩
和され、物流が発
展し、ダルエスサ
ラームの商業都市
としての価値が高まることが期待されています。また、この
立体交差点は、タンザニア経済に大きく貢献するとともに、
日本とタンザニアの長年の友好関係を象徴するものとして、
ダルエスサラーム市内のみならず、タンザニア全国で高く評
価されています。

完成したタザラ交差点（写真提供：オリエンタ
ルコンサルタンツグローバル）

タンザニア タザラ交差点改善計画
無償資金協力（2016年2月～2018年10月）
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TICAD VIにおける日本の取組 ‐“Quality and Empowerment”‐

ナイジェリア

エボラ出血熱流行国を中心
とした保健システムの再構築

ビジネス・投資環境整備、
資源エネルギー開発促進

西アフリカ「成長の環」

人間の安全保障の推進

ナカラ回廊開発

東アフリカ・
北部回廊開発

国際テロ対策の強化および地域安定化

海上の安全確保
（ソマリア沖海賊対策含む。）

凡例 ：三重点総合広域開発地域：TICAD VIにおけるユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（VHC）推進国

2016年～2018年の3年間で、日本の強みである質の高さを
活かした約1,000万人への人材育成をはじめ、官民総額300
億ドル規模の質の高いインフラ整備や保健システム構築、平
和と安定の基礎作り等のアフリカの未来への投資を行う。
Ⅰ経済の多角化・産業化

G7伊勢志摩原則に沿った「質の高いインフラ投資」の推進
による連結性強化。
人材育成・生産性向上等を通じた民間セクタ－の活動促進。

Ⅱ強靱な保健システム促進
公衆衛生危機への対応能力および予防・備えの強化。
すべての人が保健サービスを享受できるアフリカへ（アフリ
カにおけるUHC推進）。

Ⅲ繁栄の共有に向けた社会安定化
若者への教育・職業訓練等をはじめとする平和と安定の実
現に向けた基礎づくり。

アフリカ地域の重点課題
日本の

国際協力の
方針
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2017年� （単位：百万ドル）

順
位 国名

贈　　与

計

政府貸付等

（A）－（B） 合計	
（支出純額）

合計	
（支出総額）

無償資金協力
技術協力 貸付実行額

（A）
回収額	
（B）うち国際機関

を通じた贈与
1 ケニア 17.39 6.28 36.75 54.14 108.55 81.95 26.60 80.73 162.69

2 モザンビーク 22.52 － 25.23 47.75 101.77 0.91 100.86 148.61 149.52

3 セネガル 7.43 0.09 22.47 29.90 75.16 0.27 74.89 104.79 105.06

4 タンザニア 20.68 － 21.83 42.51 34.58 2.88 31.70 74.21 77.09

5 ウガンダ 21.70 15.41 18.44 40.15 24.44 0.36 24.07 64.22 64.58

6 ガーナ 34.57 － 16.63 51.20 － － － 51.20 51.20

7 ルワンダ 20.34 1.47 15.18 35.53 7.80 － 7.80 43.32 43.32

8 南スーダン 35.74 20.34 6.48 42.22 － － － 42.22 42.22

9 マラウイ 29.44 2.79 11.67 41.10 － － － 41.10 41.10

10 コンゴ民主共和国 28.74 9.20 11.90 40.63 － － － 40.63 40.63

11 エチオピア 11.25 5.39 27.66 38.90 － － － 38.90 38.90

12 コートジボワール 22.44 1.05 15.98 38.43 － － － 38.43 38.43

13 ギニア 26.65 7.78 3.42 30.08 － － － 30.08 30.08

14 カメルーン 7.80 7.69 8.64 16.43 12.76 － 12.76 29.19 29.19

15 リベリア 22.95 3.66 2.52 25.47 － － － 25.47 25.47

16 ザンビア 5.77 1.29 18.36 24.13 1.22 － 1.22 25.35 25.35

17 スーダン 11.34 4.59 12.34 23.68 － － － 23.68 23.68

18 ナイジェリア 13.38 4.84 9.67 23.06 － 0.11 -0.11 22.94 23.06

19 ソマリア 21.17 21.08 0.32 21.49 － － － 21.49 21.49

20 ベナン 15.86 － 4.49 20.35 － － － 20.35 20.35

21 マリ 16.17 4.58 3.83 19.99 － － － 19.99 19.99

22 ブルキナファソ 8.87 4.20 10.50 19.37 － － － 19.37 19.37

23 ジブチ 13.24 1.10 3.68 16.92 － － － 16.92 16.92

24 トーゴ 16.27 － 0.39 16.66 － － － 16.66 16.66

25 ジンバブエ 9.83 2.46 5.00 14.84 － － － 14.84 14.84

26 ニジェール 12.63 9.61 1.92 14.55 － － － 14.55 14.55

27 マダガスカル 5.43 4.46 8.45 13.88 － － － 13.88 13.88

28 モーリタニア 10.95 6.04 1.78 12.73 － － － 12.73 12.73

29 南アフリカ 0.92 － 11.02 11.94 － 0.84 -0.84 11.10 11.94

30 ボツワナ 0.31 － 4.20 4.51 7.24 4.02 3.22 7.74 11.76

31 チャド 10.99 5.19 0.23 11.21 － － － 11.21 11.21

32 中央アフリカ 10.86 10.86 0.03 10.90 － － － 10.90 10.90

33 シエラレオネ 5.07 4.90 5.58 10.65 － － － 10.65 10.65

34 カーボヴェルデ 1.94 － 0.54 2.48 5.64 － 5.64 8.12 8.12

35 セーシェル 5.35 － 0.13 5.49 － － － 5.49 5.49

36 ナミビア 0.68 － 3.09 3.77 － 8.37 -8.37 -4.60 3.77

37 エスワティニ 2.94 2.94 0.80 3.74 － 1.80 -1.80 1.94 3.74

38 アンゴラ 0.79 － 2.92 3.71 － － － 3.71 3.71

39 ガボン 0.42 － 3.16 3.58 － 0.88 -0.88 2.69 3.58

40 エリトリア 2.67 － 0.83 3.50 － － － 3.50 3.50

41 コンゴ共和国 2.72 0.93 0.46 3.17 － － － 3.17 3.17

42 ギニアビサウ 2.41 2.41 0.41 2.82 － － － 2.82 2.82

43 ブルンジ 1.73 1.47 0.86 2.58 － － － 2.58 2.58

44 モーリシャス 1.92 － 0.59 2.50 0.06 2.82 -2.75 -0.25 2.57

45 サントメ・プリンシペ 2.31 － 0.23 2.54 － － － 2.54 2.54

46 コモロ 1.78 － 0.33 2.12 － － － 2.12 2.12

47 レソト 1.32 1.17 0.32 1.64 － － － 1.64 1.64

48 ガンビア － － 0.41 0.41 － － － 0.41 0.41

49 赤道ギニア － － 0.15 0.15 － － － 0.15 0.15

サブサハラ・アフリカ
の複数国向け 89.82 89.82 18.10 107.92 306.64 3.36 303.28 411.20 414.56

サブサハラ・アフリカ 
地域合計 637.51 265.11 379.92 1,017.43 685.86 108.58 577.28 1,594.70 1,703.29

（注）
・順位は支出総額の多い順。
・四捨五入の関係上、合計が一致しないことがある。
・［－］は、実績が全くないことを示す。
・無償資金協力には国際機関経由の援助のうち、国別に分類できる援

助を含む。
・複数国向け援助とは、調査団の派遣やセミナー等、複数の国にまた

がる援助を含む。

・国名はDAC援助受取国。ただし、合計は卒業国向け援助を含む。
・「サブサハラ・アフリカの複数国向け」の実績には、OECD-DAC

の基準に基づく数値を使用しているため、一部北アフリカおよびサ
ブサハラ・アフリカにまたがる複数国向けの実績が含まれている。

・マイナスは貸付などの回収額が供与額を上回ったことを示す。

	 図表Ⅲ-9	 サブサハラ・アフリカ地域における日本の援助実績




